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1．はじめに
　やぐらは鎌倉・三浦半島・房総半島周辺に築かれた
岩盤を刳り抜いた中世の横穴状遺構で、納骨や供養を
目的とした岩窟である。このうち、覚園寺裏山やぐら
群は「百八やぐら」の名でも知られる最大規模のやぐ
ら群で、現在確認されている総数は223基にのぼる。
　構築から数百年という長い年月が過ぎる中で、やぐ
らの掘られた岩盤自体が様々な要因から劣化している
ため、筆者はこれまで行われてきた考古学的観点から
の調査ではなく、劣化原因と現状及び今後の保存に主
眼をおいた研究を行っている。そのひとつとして、独
自の調査と併せて鎌倉市教育委員会所蔵の『百八やぐ
ら調査報告書』1）を参考とした比較調査を実施している。
『百八やぐら調査報告書』は、1964〜1965年にかけて安
田三郎氏がまとめたもので、現地調査に大三輪龍彦氏・
大森順之氏が加わり、当時の状況を記している。この
報告書については、「覚園寺裏山やぐらに関する研究―
『百八やぐら調査報告書』を資料として―」にまとめて
いるため参照していただきたい2）。この過去の調査記録
をもとに実施した5〜10号窟の現状調査については、「覚
園寺裏山やぐらに関する比較調査―5号〜10号窟につい
て―」にまとめた3）。そこで、本論文では11号窟〜17号
窟について述べることとする。
2．調査
　現況の調査は以下の12項目について、発生状況の有
無と状態を観察した。各項目の詳細については、「覚園
寺裏山やぐらに関する比較調査―5号〜10号窟について
―」に詳しく述べているため参照していただきたい。
1 やぐらの埋没・堆積物の状況
2 岩盤の崩落
3 亀裂
4 粉末状・粒状の落下物
５掘削や摩耗の進行による壁面の湾曲
６表層剥離（これはさらにⅠ〜Ⅳに細分した）
６-Ⅰ厚み1cm以下の層状剥離
６-Ⅱ厚み1cm以上の層状剥離
６-Ⅲまとまった塊で剥離
６-Ⅳ瘡蓋状の剥離
7 やぐらに悪影響を与える樹木（根）の生育
8 現在のところやぐらに悪影響を与えていない付近に
生育する樹木（根を含む）
9 その他植物
10苔・地衣類の繁殖
11析出物の発生（形状からさらにⅠ〜Ⅳに細分した）
11-Ⅰ表面に凹凸があり、年間を通じて存在する白色の
殻状物質
11-Ⅱ年間を通じて存在する白色物質で、表面が平滑な
物質
11-Ⅲ年間を通じて存在する白色物質で極薄い物質
11-Ⅳ繊維状の軟質物質で、冬場を中心とした温湿度の
低い期間にしか存在しない物質
12工具の痕跡の有無
以上の項目のうち、本論文では各やぐらに該当する項
目についてその状況を述べる。
　各やぐらの番号はこの調査の時に整理し直されたも
ので、やぐら内に見られる番号の書かれた木札もこの
時に設置したようである。やぐら番号の後に記した（赤
11）などの番号は、やぐらの研究者である赤星直忠氏
がつけた番号で、『鎌倉市史考古編』のやぐら番号と一
致している。なお、赤星氏が番号を付けていないやぐ
らについては（赤―）と併記した。各やぐらの大きさ・
内部構造・特殊構造・現存遺物は調査カードの内容を
記したため、現状とは多少異なる点がある。方位につ
いては、調査カードにやぐらの主軸方向が示されてい
たため、それを基に開口方向を南・南西・西・北西・北・
北東・東・南東の8方位で示した。本論文中は、安田氏
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らの実施した過去の調査を「第1調査」、現在の状況を
調査したものは「第2調査」と呼ぶことにする。「第1調
査と同アングルの写真」は、可能な限り同じ方向から
の撮影を試みたが、やぐら前面の地形や堆積物の状況
などから、必ずしも同じとはいかなかったものがある
ことを予め断っておく。なお、以下第1調査の写真は「a」
として上に、第2調査は「b」として下に配置し、被写
体となる場所を明記した。両者の写真を横に並べた場
合は、左が第1調査、右が第2調査である。壁面の呼称は、
やぐらに向かって正面を「奥壁」、向かって左側を「左
壁」、向かって右側を「右壁」と記した。
3．調査結果
3−1．11号（赤11）　通称「梵字やぐら」
方向：東
第1調査日：1964年1月24日
規模（単位＝m）：縦右3.08　左2.4　横3.50　
高さ2.44　月輪径0.60
間口（単位＝m）：3.50
天井様式：平
羨道　　：無（不明）
内部構造：方形。鎌倉攬勝考にこの名を見る。
特殊施設：三方壁に月輪中に梵字あり。書体は鎌倉期。
　　　　　月輪部は平坦に仕上げ、梵字・月輪彫刻部
　　　　　に漆下地を残す。
現存遺物：なし
第1調査の写真と同アングルの現況：
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図 1a．奥壁
図 1b．奥壁
図 2a．奥壁右側と右壁
図 2b．奥壁右側と右壁
図 3a．左壁下部
図 3b．左壁下部
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現況：図1のように、奥壁には上下左右計4個の梵字が
刻まれている。壁面の角も直角に形成され、それが現
代まで残っている。右側の梵字のうち、図4aは梵字が
上下2段確認できるが、現在は図4bのように近づいて
よく見ないと確認できないため、劣化は進んでいると
判断できる。右壁上部の梵字は下半部が失われている
が、これは第1調査時と同様である（図2）。第1調査時
に於ける指摘のように、各梵字部分は黒色を呈してお
り、さらによく見るとほんの少しではあるが金箔と思
われるものが確認できる。また、梵字を囲む月輪の外
側も平滑に成形されている。
1 入口から内部に向かって堆積物により床面が傾斜し
ている。
2 入口側天井部や左右両壁が崩落し、その岩石が所々
に見られる。左右両側の崩落は、梵字が途切れてい
ることからも明らかである。図3に左壁の下部を示し
た。ここには第1調査時に既に落下した岩石があり、
それは当時から削れているが、その摩耗の状態は現
在の方が一層進んでいる。
5 入口側は壁面が湾曲している。天井部の崩落により、
風通しがよく直接壁面に風が当たるためだろうか。
図3を比較するとわかるように、やぐら内にある崩落
した岩石の下部は、現在の方が摩耗は著しい。
6-Ⅰ ・ 6-Ⅲ が、右壁上部の梵字下半分に見られる。天
井部は工具の痕跡が比較的明瞭だが、一部 6-Ⅰ が起
きている（図5）。剥離して現れた新鮮面は水を含ん
だ濡色をしており、冬場の温湿度の低下に伴い発生
した岩盤に含まれる水の凍結と融解の繰り返しによ
る破壊の可能性が考えられる。
9 左壁にシダ類や植物が繁茂している。図3aには梵字
が見えるが、現況は壁面から生育するシダに覆われ
て見えなくなっている。図6は左壁の現況である。上
部の梵字部分にシダが生え、その重みで岩盤表面が
浮いてくる可能性がある。
10奥壁中央以外に地衣類の繁殖が認められる。特に右
壁上部の梵字下半分には苔も見られる。
11-Ⅰ奥壁に見られるが、 6-Ⅰ に分類した剥離も起きて
いる。また、右壁や左壁奥寄りの上部にも多数見ら
れる。図7は奥壁中央部の拡大図である。剥離して現
れた岩盤の新鮮面に白色の析出物と地衣類が見られ
るが、剥離した所に発生したのか、析出物の結晶化
の力によって表層が剥離したのか、その前後関係は
分からない。
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図 4a・b．奥壁右側 図 5．天井部の剥離
図 6．左壁
図 7．奥壁中央部
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12各地のやぐらの中には入口に近いほど壁面が劣化し
ている様子を目にする。これは直接風雨が当たった
り、温湿度の変化を受けやすいからである。しかし
この11号窟の場合、入口が堆積物によって狭い分直
接風雨が当たらず、入口付近の天井部も工具の痕跡
を比較的明瞭に見ることができる。
3−2．12号（赤12）
方位：東
第1調査日：1964年1月24日
規模（単位＝m）：縦右0.95　縦左1.30　横1.56　
高さ0.88　間口：1.56
天井様式：平　　
羨道　　：無
内部構造：方形
特殊施設：奥壁中央上部に方形の切込あり、納骨穴か
現存遺物：地輪2　火輪5　火輪2（以上凝灰岩）
　　　　　この外埋没多数ある見込み
第1調査の写真と同アングルの現況：
現況：第1調査で5個確認されていた火輪は、現在3個だ
けが残っている。このうち、図9bに示したように左側
にある火輪は摩耗することもなく良好な状態を保って
いる。このやぐらのように、奥壁の中央上部に納骨穴
と思われる方形の穴を設けたやぐらは、同じ覚園寺裏
山やぐら群内に点在している。
1 内部まで6〜7割ほどが埋没しているため、全貌はわ
からない（図8）。
2 入口外側に崩落した岩石があり、これは第1調査時
と変わっていない。
10入口上部は水分を多量に含んでおり、そこに苔やシ
ダ類が繁茂している。
11-Ⅰ崩落した岩石表面にも発生しているため、装飾用
の白色物質ではないことがわかる。特に目立つのは
奥壁中央にある正方形の龕の周囲である（図9）。右
壁は中央から奥壁に向かって見られるものの、左壁
は析出物が比較的少なく、下部は点在する程度であ
る（図10）。天井も奥寄りにやや見られる程度である。
覚園寺裏山やぐらに関する比較調査
図 8a．全景
図 8b．全景
図 9a．奥壁
図 9b．奥壁
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12左右両壁・天井部の工具痕が不明瞭になりつつある。
また、工具痕の所に析出物が発生していることもあ
る。
3−3．13号（赤13）
方位：東
第1調査日：1964年1月24日
規模（単位＝m）：縦右約2.00　縦左約3.10　横3.14　
高さ1.94　間口：3.14
天井様式：崩壊のため不明　　　
羨道　　：無（不明）
内部構造：方形　
特殊施設：なし　
現存遺物：なし
その他：註　本やぐら前に大岩石転落しあり。
　　　　天井分のものか。
第1調査の写真と同アングルの現況：
現況：図11a・図12aに見られるやぐら前の木は、現在
は見当たらない。
1 入口から奥に向かって堆積物により傾斜している。
このやぐらは横幅も他のやぐらに比べて大きいが、
本来の床面はもっと低い位置にあり、高さが2mを越
えるだろう。大型のやぐらの多くは納骨よりも供養
の場としての役割が大きいが、このやぐらには納骨・
供養のどちらの設備・装飾も見当たらない。
図 10．左壁 図 11b．奥壁
図 12a．左壁
図 12b．左壁
図 11a．奥壁
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2 やぐら外に崩落
した岩石が点在
していて、1m近
い大型のものも
少なくない。こ
のやぐらは横幅
の広さに対して
奥行きが狭く、
また入口上部や
左右両壁が失わ
れていることか
ら、大規模な崩
落が過去にあっ
たとわかる（図
13・14）。
3 右壁に亀裂があり、崩落の痕跡もある。その隙間か
らは樹木が根を伸ばしているため、亀裂は広がって
いると推測される。天井部は既に崩落しているが、
今後も崩落の危険性があるため注意が必要である。
5 左壁中央部に摩耗が見られる（図12b）。この場所は
粒子が均一で細かい砂岩層である。砂岩層が摩耗し
ている例は各地で見られる。この原因は直接吹き付
ける風によるものだろう。
6-Ⅰ 左壁上部と右壁上部・奥壁に11-Ⅰを伴って見られ
る（図15）。
6-Ⅱ 奥壁下部に見られる。
10右壁手前側・左壁下部は特に水分を含んだ暗色をし
ており、そこに苔やシダが多く見られる。
11-Ⅰ左壁上部・右壁上部・奥壁・天井部に見られる。
特に奥壁は断層に沿って発生している。
12天井部・左壁に見られ、特に左壁下部は良好に残存
している。
3−4．14号（赤14）
方位：東
第1調査日：1964年1月24日
規模（単位＝m）：縦0.50　横1.20　高さ0.50　
間口：1.15
天井様式：不明　　　羨道：無
内部構造・特殊構造：埋没のため不明
現存遺物：なし
第1調査の写真と同アングルの現況：
覚園寺裏山やぐらに関する比較調査
図 13．やぐら外右側
図 14．全景
図 15．右壁上部
図 16a．左壁と奥壁左側
図 16b．左壁と奥壁左側
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現況：
1 第1調査時にも埋没していたが、現在はさらに進行
して8割ほどが地中に埋まっている。
3 やぐら外の入口部に亀裂が見られる。
9 やぐら外の入口部に多くのシダが見られる。
3−5．15号（赤―）
方位：東
第1調査日：1964年1月24日
規模（単位＝m）：縦0.20　横0.85　高さ0.15　
間口：0.90
天井様式：平　　　　
羨道　　：無
内部構造：埋没のため不明
特殊施設：埋没のため不明
現存遺物：不明
第1調査の写真と同アングルの現況：
現況：
1 図17aにおいても大部分が埋没しているが、現在（図
17b）はさらに進み殆どが見えなくなっている。今
後堆積物が増加するとやぐらが完全に埋没し、その
存在がわからなくなってしまう。しかしながら、長
年地中に保たれているため、各壁面は劣化が少ない
と考えられる。
8 図17bのように、現在は大きな木が生育しているが、
やぐら自体に今のところ悪影響はない。
10やぐら外上部は水分を多量に含んだ暗色をしてい
て、苔やシダが見られる。
3−6．16号（赤―）
方位：西
第1調査日：1964年1月24日
規模（単位＝m）：縦右1.50　縦左1.05　横1.50　
高さ0.96　間口：1.20
天井様式：平
羨道　　：無（痕跡あり）
内部構造：方形。17号の玄室に続く。
特殊施設：なし。右壁に銅鋲1本さしこみあり。左壁上
部に地輪大の穴あり。地輪がはめ込まれて
いる。
現存遺物：なし
第1調査の写真と同アングルの現況：
図 17a．奥壁
図 17b．奥壁
図 18a．左壁と奥壁左側
図 18b．左壁と奥壁左側
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現況：奥壁の左側は天井部から床面まで、水を含んだ
濡色になっている（図19）。
1 第1調査と比較しても、埋没の度合いにさほど変化
は見られない。図18のように入口は堆積物により塞
がれているが、内部の堆積物は入口よりも少ない。
また、入口部が塞がれることで日光や雨風が直接当
たらず、外気の変動が直接伝わりにくいためか、角
はどこも原型を良好に留めている。
3 図18bに示したように、やぐら外の入口上部左側に
大きな亀裂が見られるため、今後注意が必要である。
6-Ⅰ 左壁に11-Ⅰを伴う剥離が見られる。
9 所々壁面から小さな植物が生えている。
11-Ⅰ左壁は 6-Ⅰ を伴う析出物で、右壁にも見られる。
奥壁は左右両端に析出物が見られる（図20）。
12やや不明瞭になってきているものの工具による凹凸
が確認できる。特に天井部（図21）・左壁（図22）・右
壁は比較的良好に残存している。
覚園寺裏山やぐらに関する比較調査
3−7．17号（赤―）
方位：北
第1調査日：1964年1月24日
規模（単位＝m）：縦右　1.40　
縦左　0.44　
横　　3.06　
高さ　天井部崩壊により計測不能
間口　3.06
天井様式：大部分崩壊　　　
羨道　　：無
内部構造：崩落著しく不明
特殊施設・現存遺物：不明
図 19．左壁奥壁側と奥壁左上の角
図 20．奥壁
図 21．左側奥壁上部と天井
図 22．左壁
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第1調査の写真と同アングルの現況： 現況：
1 現在はさらに堆積物が増加し、上部がわずかに確認
できる程度である。そのため、やぐら内部の状況は
わからない。
4．考察
　覚園寺裏山やぐら群は、覚園寺の背後に広がる山に
築かれており、一部はハイキングコースに面している。
しかし、今回まとめた11〜17号窟は直接ハイキングコー
スには面しておらず、整備された道から分岐して進ん
だ所に位置している。そのため、ハイキングや観光を
目的とした一般の人たちが通行することはあまりない。
いずれも同じ段（平場）に形成され、横一列に並んで
いる。隣接しているとはいえ、各やぐらの配置は間隔
があり、左右の側壁を共有しているわけではなく、あ
るやぐらで起きたことが隣のやぐらにもすぐに伝わる
ということはない。
　3．調査結果で述べた各やぐらの現況を表1にまとめ
た。縦列に劣化などの状況を示す項目の番号、横列に
やぐら番号を配置し、該当する項目に○をつけた。
　表1によると、 1 やぐらの埋没や堆積物の流入が7基
のやぐらに共通している。どこも入口付近に堆積物が
多く、やぐら内部まで堆積している所もあれば、入口
付近が最も多く、内部にはさほど多くの堆積物が見ら
れないこともある。入口部分が狭くやぐらが地中に埋
没している場合、外部の影響を直接受けないため、や
ぐら内の壁面は良好な状態を留めていると推察される。
図 23a．右側と奥右側
図 23b．右側と奥右側
図 24a．奥側
図 24b．奥側
表１．やぐらの状況
11号 12号 13号 14号 15号 16号 17号
１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２ ○ ○ ○
３ ○ ○ ○
４
５ ○ ○
6- Ⅰ ○ ○ ○
6- Ⅱ ○
6- Ⅲ ○
6- Ⅳ
７
８ ○
９ ○ ○ ○
10 ○ ○ ○ ○
11- Ⅰ ○ ○ ○ ○
11- Ⅱ
11- Ⅲ
11- Ⅳ
12 ○ ○ ○ ○
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中でも、14・15・17号はその殆どが埋没している。こ
れらは第1調査と比較しても堆積物が増加しており、い
ずれやぐらが完全に地中に姿を埋めるかもしれない。
するとやぐらの存在自体が後世にわからなくなる可能
性がある。このような事態に対しても記録を残してい
く必要があり、この調査はその役割を果たすものと考
えている。 2 崩落については3箇所に1m以上の大型の
岩石が散在していた。これは第1調査時と変わらない様
子であることから、1964年以前に発生したものとわか
る。 3 やぐら内の亀裂についても3箇所で確認され、
このうち13号窟は今後も亀裂が増幅する恐れがある。
4 粒状・粉末状の落下はどのやぐらにも見られなかっ
た。この辺りは岩盤が水分を多く含んで水がしみ出て
いる状態で、岩盤表面が乾燥して粉状化することなく、
苔やシダなどが生育するのに適した水分が保たれてい
る（ 9 ・10）。そのため乾燥による摩耗（ 5 ）や表層
剥離（ 6 ）も少ない。なお、第1調査時は、撮影のた
めに周辺の草やシダ類などを剪定した可能性が示唆さ
れる。現況の調査に於いては、やぐらの状態を変えな
いため、このような措置は採っていない。今回の調査
対象のやぐらは、先に述べたようにやぐら同士の距離
があるため、厚みのない側壁を共有して構造上不安定
になっていたり、風雨で壁面が摩耗している所はなかっ
た（ 5 ）。今回調査した平場はやぐら前面が広いとこ
ろもあり、樹木の生育が十分可能な状況だが、 7 樹木
による悪影響は見られない。15号窟の前には1964年か
ら現在までの間に生長した木が1本あるが、やぐらには
悪影響を及ぼしていない（ 8 ）。11の析出物は各所で
問題となっているが、今回のやぐらではさほど大きな
影響は見られない。但し、筆者が分類した4種のうち、
11-Ⅰに分類される析出物は、梵字の装飾部分を見にく
くしており、特に11号窟には注意を払う必要がある。
また、表層剥離と析出物が同時に起きている所が確認
されたが、剥離した所に析出物が発生したのか、析出
物の発生に伴って表層が剥離したのか、現段階ではそ
の前後関係はわからない。しかしながら、両者が同時
に起きている箇所は、ますます劣化が広がる可能性を
否定できない。
　12はやぐらを構築した時、或いは装飾を施した工具
の痕跡の有無を示した。壁面全ての工具痕が明瞭に残っ
ている所もあれば、表面の凹凸が不明瞭になりつつあ
る所もある。もしくは表面の劣化によって失われるこ
とがある。他の場所のやぐらを見ると、入口に近いと
ころの方がその痕跡が不明瞭で、奥寄りは残存状況が
いいという傾向が見られるが、今回の調査対象につい
てはその傾向が必ずしも当てはまることはなかった。
5．まとめ
　今回報告したやぐらのうち、3基は大半が地中にあっ
て壁面の状態がわからないため、この中には華美な装
飾を持つやぐらがあるかもしれない。しかし、「梵字や
ぐら」の名で江戸時代から知られている11号（赤11）
窟以外は、目立った特徴のないやぐらである。装飾性
豊かなやぐらは歴史的にも美術的にも、仏教の立場か
らも貴重なものとしてこれまでも度々注目されてきた。
一方、特に装飾のないやぐらは、これまで個々に取り
上げられる機会のなかったものも多い。装飾性の豊か
なやぐらは供養のための役割を担い、簡素な造りのや
ぐらは納骨を主たる目的としており、供養の場は多く
の納骨施設があってこそ存在するものである。そのた
め歴史的価値は装飾のあるやぐらと等しいことを忘れ
てはならない。
　今回の調査地点よりもさらに上段に位置するやぐら
では、2011年の大型台風の影響と思われる樹木の根が
大きく浮き上がる被害が確認された。このように現在
も様々な状況で劣化することもあり、現況の記録は必
要なものと考えている。
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